











Establishment of L ymphonode Metastatic Model for Human Gastric 








































HLA-ll. ICAM-l. B7-1， B7-2， LドA-3の発現を比較検討した。さらに2M，2M!ぷにたいするヒト末梢
血単核球(MNL)の接着能，細胞障害活性を検討した。さらにMl¥Lの接着能，細胞障害活性に対する抗I
CAM-l抗体の彫響を検討した。
その結束， 2MLNはヌードマウス同所移植モデルにおいてリンパ節転移能が高かった。 HLA-J，LFA-3 
はともに強く発現しており.HLA-n. 87-1. 137-2の発現は両者ともに認めなかった。 ICAM-lの発現は
2Mでは36.8%.2MLlてでは0.7%と低半であった。マトリジェルに対する接着能，浸潤能では2¥tl.l.Nは
2MIこ比べ省意に克進していた。一方， MNLの接着能と細胞障害活性は2Mtま2MLNに比べ有患に強く.
接着能，細胞障害活性ともに，抗ICANI-l抗体処理にて抑制がみられた。
以上の結果は.高リンパ節転移株の高浸潤性の獲得，及びICAM-l発現低下による細胞障害機構の回避
が，転移成立に関与する一因となる可能性を示唆したものであり，本研究は胃癌における高リンパ節転移
樹立による転移実験モデルを作製し.且つリンパ節転移機序の一端を明らかにしたものと考えられる。し
たがって本研究者は博士(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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